
　当事者の希望や好みに基づいて、自己決定や自分らしさを見出しながら、意欲的に活動できるように二人三脚で取り組んでいきます。
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「金銭管理」についての勉強会

開催日　平成22年7月24日（土）/開催場所　海匝ネットワーク　さわやかホール（旭市）

IPS（Individuarl　Placement　and　Support）とは　精神障害者が、社会に出ることにより期待された以上の自立機能を発揮できる可能性がある、ということを示した科学的根拠に基づいた支援体制です。
①①①①本人本人本人本人のののの長所長所長所長所やややや興味興味興味興味をををを活活活活かしていくかしていくかしていくかしていく※上の写真は、グループワークで長所を読み取る訓練をしているところです。

②②②②社会社会社会社会・・・・医療医療医療医療とのとのとのとの連携連携連携連携　IPS支援では、病院や訓練施設等の保護された環境ではなく、一般社会の中で一人の人間としての役割を担い、社会の場が提供する「力」を活用しま
　　　　　　　　

開催日　平成22年7月24日（土）/開催場所　海匝ネットワーク　さわやかホール（旭市）

開催時間　ＰＭ13:30～ＰＭ14:30/参加費用　無料

　私たちセンターでは年４回、在職中および就労を目指している障害を持たれている方を

対象に、交流活動の一環として勉強会を開催しています。今回は金銭管理についてという

ことで、東総権利擁護東総権利擁護東総権利擁護東総権利擁護ネットワークネットワークネットワークネットワークより　滑川滑川滑川滑川　　　　里美氏里美氏里美氏里美氏　を招き、講義をしていただきま

した。

第一部第一部第一部第一部：：：：講 演講 演講 演講 演　「お金がたまるお金の使い方」をテーマに、お金とはどういうものか、何に使うか、どうやって使うかについて分かりやすい表現で講義をしていただきました。　また、日常生活自立支援事業や成年後見制度というお金の管理を手伝ってくれる人についての説明も行われ、参加した皆さん、熱心に耳を傾けていました。

す。また、医療機関がチームに入り、主治医と連携して臨床サービス（例：心理教育、積極的傾聴、認知行動療法、動機付け面接等）を支援の中に取り入れていきます。
③③③③充実充実充実充実したしたしたした生活生活生活生活をををを送送送送るるるる為為為為にににに！！！！　症状の重さに関わらず、本人の長所、やりたいことを最大限に尊重し、自分らしい充実した生活を目指す手助けをする、それがIPS支援です。支援のゴールは「安定した就労」ではなく「充実した生活の実現」にあります。
～～～～当日当日当日当日のののの様子様子様子様子～～～～　講師４名、司会者１名で行われ、その内の講師２名および司会者は当事者が勤めました。実体験や現在の活動、想いなどをそれぞれの立場から講義していただきました。
３．のぞみ会の報告

　　　　第二部第二部第二部第二部：：：：グループディスカッショングループディスカッショングループディスカッショングループディスカッション

　　　
　　　
　　　
　　　

　参加者が3つのグループに分かれ、グループの中でリーダーを決め、それぞれのテーマに沿ったロールプレイを作成しました。
　は「身だしなみについて（仮）」です。

　なかなか参加者だけでは進まない場面もありましたが、講師である滑川氏が各グループを回り、上手く進めることができました。　初めて会う方も多く、最初はあまり話をすることができなかった方も居られましたが、徐々に意見を出してくれるようになり、最後の方は和気あいあいといった雰囲気で、皆さんの充実ぶりが伺えました。
　◎障害者雇用をされている、もしくは考えている企業の方や、就労支援事業所で支援され

　ている方など、興味をもたれた方は当センターまでお気軽にお問い合わせください。ボラ

　ンティア、見学者の参加もお待ちしております。次回は１１月開催（開催日未定）テーマ

３．のぞみ会の報告

　就労されている障害を持たれている方で構成された会であるのぞみ会。その一番のイベン

トである夏季キャンプが行われました。普段の仕事をそのまま生かして調理に腕を振るう参

加者もいれば、普段とは違う表情を見せ元気に手伝いをする参加者など、思いがけない発見

が多々ありました。※のぞみ会では、一緒に活動して頂けるボランティアさんを随時募集しています。
７月　のぞみ会夏季キャンプ開催！◎実施場所　　・キャンプ場　かずさオートキャンプ場（君津市）・日帰り温泉　ごりやくの湯（大多喜町）・その他　　　養老渓谷（大多喜町）～当日の様子～ 　当日の参加者は３２名（会員２４名、ボランティア　　　

　　　
　は「身だしなみについて（仮）」です。

し「働きたい」を応援する新しい就労支援の仕方について講演をしていただきました。

２．就業支援者養成ミニセミナーⅰｎ東総（第一回）

「働きたい」を応援する就労支援　ＩＰＳ（援助付き雇用）研修

開催日　平成22年8月28日（土）/開催場所　国保旭中央病院　3号館　5F　中講堂1

開催時間　ＰＭ13:30～ＰＭ17:00/参加費用　無料　/主催　ＩＰＳ　Ｔｏｋyo

　医療福祉関係者・就労支援に携わる支援者等を対象に、当センターでは年2回、就業支援

者養成セミナーを開催しています。第一回目は主催のＩＰＳ　Ｔｏｋyo様、他多数の後援を

頂き、32名の参加者が集まりました。すぐにでも使える実践的なＩＰＳのノウハウをお伝え
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　当日の参加者は３２名（会員２４名、ボランティア５名、センター職員３名）天候にも恵まれ、大幅な予定変更も無く開催されました。　キャンプや日帰り温泉をみんなで楽しみ親睦を深めながら、日常生活上のマナーや公共施設の使い方を学びました。




